
 

   

 

 

「大人になってから読書を楽しめなくなった」「仕事に追われて趣味が楽しめない」そのような悩み 

を 抱えている人は少なくないのではないか。「仕事と趣味が両立できない」という苦しみは、いかに 

SIT        して生まれたのか。自らも兼業での執筆活動を行ってきた著者が、労働と読書の歴史を紐解き、日   

本人の「仕事と読書」のあり方の変遷を辿る。 

そこから明らかになる、日本の労働の問題点とは？すべての本好き・趣味人に向けた渾身の作。 

松崎  洋 『走れ！Ｔ校バスケット部』 

   中学時代、バスケ部キャプテンとして関東大会２位の実績を残した陽一は、強豪私立Ｈ校に特待  

  生として入学。だが、部内で激しいイジメに遭い自主退学する。失意のまま都立Ｔ校に編入した陽一  

  だが、個性的なクラスメイトと出会い、弱小バスケ部を背負って立つことに－。 

  連戦連敗の雑草集団が最強チームとなって活躍する痛快ベストセラー青春小説。 

 

三宅 香帆 『なぜ働いていると本が読めなくなるのか』 

問い合わせ先：南富良野町教育委員会 TEL ５２－２１４５  


